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優しく強い子に！ までいライフ
飯舘村は，福島県の北部，阿武隈山系に位置し，

豊かな自然に恵まれた美しい村でした。村民は手間
暇惜しまず，丁寧に，じっくりと，つつましく，心
を込めてという“までいライフ”をスローガンに村
づくりを進めてきたのです。
しかし，平成２３年３月１１日の東京電力福島第

一原子力発電所の事故により，事態は一変してしま
いました。
村は，放出された放射性物質の汚染により，同年

４月２２日に全域が計画的避難区域に指定され，村
民は避難を強いられています。

http://www.minamih.net/ しかし，村の要望と政府の方針で避難指示が平成
１６・ ７・２８（木） ２９年３月３１日に解除されるそうです。翌年には
南ＮＥＷＳ福島訪問増刊号 村内に小中学校が新設され４月１日開校されるとの

ことです。
7月27日(水)）の福島県飯舘村教育委員会訪問
教育長先生との懇談では，皆様からの義援金７２，０００円

をお渡ししてきました。義援金は村の中学生の海外研修と小学
生の体内被爆軽減のための 沖縄宿泊, 学力向上のための講師
雇い入れに等に使われているとのことです。

放射能の被害に見舞われる前までの
飯舘村のまでいな暮らしの豊かさ・素
晴らしさを語る教育長先生からのお話
からは，それを奪われてしまったこと，
なし崩しに全村避難解除・帰村に向け 義援金

教育長先生との懇談 てスケジュールが進められる無念さ・悔しさが伝わっ
てきました。
平成２２年の村の小中学生６７９人を１００％とすると平成２８年の村の小

中学校への就学率は３６．２％で２３３人だそうです。幼稚園児の就学率は２５．
７％とのことです。
今回訪問した飯舘村役場の隣には中学校と小学校が建設中でした。スポーツ公

園も建設していました。“サッカーの交流もできますよ”と言われました。
平成３０年４月１日に開校するそうです。でも，そこに就学する子ども達は７

０人ほどだそうです。

いいたてまでいな太陽光発電所の見学，総務課寺田さんのお話
２０１６年３月２５日完成し発電を始めた“いいたてまでいな太陽光発電所”

は出力１０，０００ｋｗで村全世帯数の約２倍の発電を行うことができるのだそ
うです。村内の森の中．牧草地だったところに建設されたものです。
昨年春に建設中の所を見学させていただいたのですが，完成して稼働中のまで

いな発電所をメンバーと見学できたことは，完成したことと合わせて二重の喜び
でした。
福島県は２０４０年には県内エネルギー需要

の１００％に相当する再生可能エネルギーを生
み出すという目標を掲げ，再生可能エネルギー
「先駆けの地」をめざして取り組んでいるそう
です。
日本中にこの考えが広まってくれることを願

っています。
発電所の太陽光パネル群
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飯舘村立飯舘中学校訪問
飯舘中学校では村の伝承民話の紙芝居，専門

家の指導を受けた中学生手作りの紙芝居を見せ
ていただきました。
副校長先生の案内と話で村の中学生の現状に

ついて話を伺いました。飯舘中のホームページ 中学生が制作した紙芝居
に私たちの訪問の様子が写真入りで載っています。

明くる日は子ども達との交流。学童２９人，
幼児１０人との交流。
パネルシアターを目を見開いて鑑賞する子ど

も達，剣玉の技に一生懸命チャレンジする子ど
中学校の体育館のスローガン も達の姿に過酷な運命を背負わされた現実との

ギャップを感じ，込み上げてくるものがありました。
１時間30分はあっという間に過ぎました。子ども達は心惹

きつけるものには飽きたとか疲れたと
かは誰も言わないのです。毎年一緒に
行っている仲間達のパフォーマンスの
素晴らしさに脱帽，感謝の念でいっぱ
いになりました。

飯舘村・飯野町と何
度か行き来する車窓か
ら見える景色の違いに
毎回様々な想いが巡っ
てくるのです。

剣玉にチャレンジ 隣町の飯野町では青
々と田んぼの稲が生長していました。飯舘村
の田んぼは除染のフレコンバッグが置いてあ
るか，あるいは表土をえぐり取られて草一本 パネルシアター
生えていない剥き出しの赤土でした。

風向き一つで運命が変わったことの恐ろしさ，その過酷さを想いながら飯舘村
をあとにしてきました。

飯舘村の方向に放射能の風が吹いているのを承知しなが
ら，アメリカ軍の関係者には即知らせておきながら，飯舘村
には伝えることを何日も意図的に？怠ったことはなぜでしょ
うか。“民”という漢字の字源を想い出しました。

政府が村を「計画的避難区域」に指定し、全村避難を指
示したのは事故から 1 ヵ月以上が経った 4月 22日でした。
つまり原発に隣接し、事故直後に避難を余儀なくされた大
熊町や双葉町と違い、村民が実際に避難するまでの 2、3 ヵ
月間、飯舘村には日常の生活があったのです。
今，１００万人に一人に発生すると言われる甲状腺癌が

１９０万人の福島県で１００人単位で発生しているのです。

紙コップ剣玉 一日も早く飯舘村の生活が震災前の状況に復興し，まで
棚からぼた餅 いなライフが復活することを願っています。
それまで仲間達と支援を続けていきたい，続けられたらと願っています。皆

様からの義援金のご協力もお願いいたします。来春にお届けします。 矢上



- 3 -


